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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

7

大
河
の
会

落 
合　

康 

友

 

児
童
生
徒
へ
の
マ
ス
ク
着
用
の
方
針
の
見
直
し

質　

発
達
途
上
に
あ
る
児
童
生
徒
が
長
時
間
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
で
様
々
な
弊
害
が
起
こ
り
得
る
。
特
に
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
大
阪
府
の
小
学
校

で
は
生
徒
の
死
亡
事
故
も
発
生
。
方
針
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答　

各
学
校
に
対
し
て
熱
中
症
の
対
応
を
優
先
す
る
よ
う
指

示
し
て
お
り
、
体
育
の
授
業
時
、
暑
さ
で
息
苦
し
さ
を
感
じ

た
場
合
は
教
師
が
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
今

後
も
、
手
洗
い
等
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
継
続
し
て
奨
励

し
て
い
く
が
、
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
実

態
や
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
、
安
全
・
安
心
確
保
の

た
め
、
今
後
も
各
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
へ
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

質　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
10
代
以
下
の
死
亡
者
・
重
症
化
の

累
計
者
数
は
依
然
ゼ
ロ
。
中
長
期
的
な
安
全
性
が
全
く
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
接
種
の
必
要
性
は
そ
も
そ
も

考
え
ら
れ
な
い
。
集
団
接
種
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

答　

市
で
は
、
学
校
単
位
で
一
律
に
実
施
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
接
種
は
強
制
で
は
な
く
、
本
人
と
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
あ
り
、
接
種
の
効
果
や
、
起
こ
り
得
る
副
反
応

の
リ
ス
ク
を
十
分
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
接
種
の
可
否
を

判
断
い
た
だ
き
た
い
。
併
せ
て
、
接
種
し
な
い
こ
と
に
よ
る

差
別
助
長
や
偏
見
を
生
み
出
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
市
民
の

冷
静
な
行
動
、
対
応
を
求
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
中
国
木
材
進
出
に
よ
る
地
元
木
材
会
社
へ
の
影
響

○
無
秩
序
な
大
規
模
伐
採
へ
の
懸
念

○
能
代
港
に
お
け
る
洋
上
風
力
基
礎
工
事
の
騒
音

認
知
症
高
齢
者
と
家
族
を
支
え
る
体
制
の
整
備

質　

認
知
症
の
方
が
日
常
生
活
、
社
会
生
活
を
不
安
な
く
送

れ
る
こ
と
や
、
家
族
の
不
安
解
消
を
含
め
、
地
域
、
行
政
が

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
認
知
症
に
対
す
る
条
例
の
制
定

に
向
け
た
取
組
は
で
き
な
い
か
。

答　

認
知
症
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
や
、
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
へ
の
紹
介
、
介
護
申
請
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
て
い
る
。
現
在
、
国
で
審
議
が
続
い
て

い
る
認
知
症
基
本
法
案
の
中
で
、
市
町
村
に
対
し
て
は
、
認

知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
を
努
力
義
務
と
し
て
位
置
づ
け

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
の

状
況
を
見
な
が
ら
必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
避
難
行
動
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か

質　

自
力
で
避
難
が
困
難
な
人
と
支
援
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
、音
声
で
避
難
を
促
す
サ
ー
ビ
ス
が
開
発
さ
れ
た
。
ス
ム
ー

ズ
な
避
難
行
動
に
繋
げ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
、
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
取
組
が
必
要
で
は
。

答　

市
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
導
入
し
、

浸
水
想
定
区
域
や
指
定
避
難
所
等
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
を
利
用

し
て
の
避
難
所
等
へ
の
経
路
表
示
や
混
雑
状
況
を
表
示
す
る

等
の
機
能
は
備
え
て
い
な
い
。
情
報
通
信
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
が
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
た
め
今
後
も
調
査
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
住
民
の
利
便
性
に
つ
な
げ
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組

○
木
都
能
代
を
再
興
す
る
た
め
の
積
極
的
な
支
援
を

○
交
通
事
故
か
ら
子
供
た
ち
を
ど
う
守
る
か

市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

質　

職
員
に
か
か
る
ス
ト
レ
ス
が
増
大
し
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
職
員
も
少
な
く
な
い
。
ケ
ア
の
実
施
方
向
に
ス
ト
レ

ス
の
気
づ
き
と
対
処
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
職
場
環
境
改
善
と

ス
ト
レ
ス
要
因
の
軽
減
の
た
め
の
取
組
は
。

答　

職
員
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
感
じ
た
際
は
、
産

業
医
等
と
の
面
談
の
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
の
多
い
職
員
の
業

務
の
見
直
し
や
職
場
内
の
応
援
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
係
長
級
職
員
へ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
不
調

と
な
っ
た
場
合
、
職
場
復
帰
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
施
、
不
調
を
起
こ
さ
な
い
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
検
討
す
る
考
え
は

質　

食
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
給
食
は
子
供
た

ち
の
教
材
で
も
あ
る
。
義
務
教
育
は
無
償
の
考
え
に
立
っ
て
、

ま
た
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
を
地
域
で
育
て
る
と
い
う
観

点
に
立
っ
て
無
償
化
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
は
。

答　

市
で
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
食
材
費
の
み
を
保

護
者
か
ら
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和
２
年
度
は
、
約

１
億
５
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
就
学
援

助
に
よ
り
、
約
26
％
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
は
給
食
費
の

全
額
を
助
成
し
て
い
る
が
、
市
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
全
て

の
児
童
生
徒
の
無
償
化
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

○
地
球
温
暖
化
対
策

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

シ
リ
ウ
ス
、
日
本
共
産
党
）

菊 

地　

時 

子

安 

岡　

明 

雄
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

シ
リ
ウ
ス
、
日
本
共
産
党
）


